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と、あと個人的には、個人のDXの話しが皆さ

んにすごい役立つと思うので、その辺をぜひ伺え

たらなと思っております。

はい、では、自己紹介も含めに丸投げします。よ

ろしくお願いします。

相　馬　はい、じゃあ、早速始めさせていただき

ます。いきなりこんなのを流しますけど、2つの

道がありますと、1つはDX化をすすめてビジネ

スを展開して ･･･あー早い！安心してください、

次のページがあるので。

平　野　しかし、これすごいですね。

相　馬　ちゃんと用意してきました。1つはDX

化をすすめてビジネスを変革している道、もう1

つはDX化を諦めてこのまま働き方を続けてい

く道。平野さんどっちがいいですか？

平　野　こっちって言いたいところだけど、やっ

ぱりどんなメリットがあるのかっていうことを知

りたいですよね。DX化を進めたら、売り上げが

上がるとか、いいことがあるならいいですし、で

もやっぱりこっちですよね。

平　野　皆さん、こんにちは。「実践塾シェアク

ラブ」の平野友朗です。今回は、こちらの『超

DX仕事術』の著者、相馬正伸さんをゲストにお

迎えしてお送りいたします。

今回、資料をガッツリ作り込んで来ていただいて

いるということですので、ちょっと資料をどんど

ん進めていただく中で、自己紹介ですとか、それ

からこのDXに関していろいろお話を伺ってい

きたいなと思っております。

私自身も、IT化とDX化って何が違うんだろうと。

うちの会社はいろんなところで IT化をしている

んですけれども、うちってDXそもそもできて

いるの？というときに、この本を読んで、IT化

とDX化ってこれ違うな。皆さんにもこれは知っ

てもらったほうがいいんじゃないかっていうこと

【達人対談シリーズ】
プロフェッショナルから学べ！

平野 友朗  株式会社アイ・コミュニケーション 代表取締役

相馬 正伸  DX コンサルタント／アカリンク合同会社 代表
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平　野　あっ、PHS。なんか一時期使っていた

記憶があります。

相　馬　そうですね。今は無きですよね。もうサー

ビスも終わっちゃいました。そこで何をやってい

たかというと業務改善ですね。システム導入して、

業務のやり方を変えたりとか、あとはシステム企

画っていう、ソフトバンクでいろんなシステムな

んですけど、そういったのをひとつに統一しよう

みたいな、そういった企画をやっていました。

作る側と使う側、両方の立場を経験したという、

そういったあんまりいないと思われるシステム専

門家なんですよ。IT経歴としては25年。相談件

数はたぶん 3万人以上。数えているわけではな

いですけど、だいたいこれぐらいかな。

システム導入金額は100億以上ですね、こういっ

た多くのシステムを導入しています。という経歴

なんですけど、実はですね私、元々ですねダメサ

ラリーマンで、生産性が悪いとか、まだ作業終わっ

てないのか！とか、上司に怒られたりとか、あと、

プログラミングって、システムをやっていたんで

すけど、できないんですよ。珍しいSEです。

平　野　SEっていうのはプログラムを作る人？

書く人？設計する人？

相　馬　設計する人なんですよね。上流工程をや

るんですけど、プログラミングも普通はできるは

ずなんですよ。ただ僕はできなくて、ずっと逃げ

ていました。さんざん怒られたんですけど、ただ

出来ないものはしょうがないと。ミスもすごく多

かったですね。ひと桁間違えたり、こんなダメな

サラリーマンだったんですけど、何とかしなきゃ

相　馬　そうですね。ここに来られる方はみなさ

ん上のほうだと思うんですけど、一応こういうの

を最初に出しました。

じゃあ、自己紹介を始めさせてください。私は「ア

カリンク合同会社」っていう、IT コンサルティ

ング会社ですね、こちらを設立して 5年目にな

ります。今年、2月で人生半分の 50歳になりま

した。IT化と中小企業、こういったことの架け

橋ですね。そしてデジタル化を推進しております。

こういった多くのシステムを導入しています。中

小企業のアナログ企業からの脱却を目指して、IT

導入をサポートしております。

この認定証なんですけど、スマートSMEサポー

ターって、経済産業省認定の IT支援企業みたい

な、そういった認定証ですね。その他にも IT支

援事業者ですとか、あと中小企業庁の IT専門家、

そういったものをやっています。

過去私は、富士通で電子カルテの開発を約 10年

間やっていました。その後ソフトバンクとウィル

コムで、ソフトバンクってウィルコムを合併して、

その時ですね、ソフトバンクっていろんな企業が

あったんですよ。ソフトバンクBBとかソフト

バンクモバイル、ウィルコムもその中のひとつで、

一気に合併してソフトバンクっていう会社になっ

たんですよね。ウィルコムとソフトバンク、合わ

せて10年になります。

平　野　ウィルコムって携帯の電話でしたっけ？

相　馬　PHSです。
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うんですけど。あとはセキュリティですね、セキュ

リティって結構人の問題もありますし、あとはシ

ステムで防止するっていう両方あるんですけど、

例えば間違った人にメールを送っちゃったとかあ

るじゃないですか？間違えなければいいんですけ

ど、間違えたときにちゃんとチェックしてくれる

機能とかありますよね。

ああいうので、僕はよく間違えて苗字が同じ人に

送っちゃったりとか、よくやっていたんで、こう

いうことを防止できるようなツールがあったんで

すよね。

平　野　確かに今Gmail とかだと、「組織外の人

ですけどいいですか？」とか聞いてくれたりしま

すよね。これは当時だったらたぶん大した問題に

なっていないと思うんですけど、今誤送信やった

ら一発退場みたいな。そういう状況ですからね、

やっぱりセキュリティ対策っていうのは、実践塾

の会員さんも必要になってくるのかなと。

相　馬　それで、IT ツールおたくになったとい

うわけです。多くの IT ツールを組み合わせて

DX化を推進しております。DXってわかる方い

らっしゃいます？

平　野　僕は本を読んでちゃんと勉強したので、

もちろんわかりますよ！でも一般的にはDXっ

て言葉が出てきたときに、DX化と IT化のこの

境目がどこかっていうのがわからなくて、うちは

例えば、Google Workspaceを入れているから、

IT化はできている。でもDX化はわからないみ

たいな、なんかすごい微妙なラインだったような

気がしていて、だからこそ正直最初DXって言葉

を聞いたときに、また儲けのために新しい言葉を

なと。そのたびに助けられたのが、そうだ！ IT

ツールをやろう！と思ったわけですよ。

プログラム書けなかったら、プログラミングに変

わるようなツールを見つけてきたりとか、そう

いったことをやっていましたね。

平　野　できないなら、できるというか自動化で

きるツールを使うとか、基本ちゃんとした命令を

出したらちゃんと動くわけですもんねプログラム

は。そりゃあ、ITツールを使うのは確かに必要と。

相　馬　そうですね。当時「窓の杜」とか、ああ

いうサイトがいろいろあって、なんか便利なアプ

リがいっぱい落ちていたんですよ。そういうのを

使っていましたね。

平　野　今でもそういうサイトからいろんなのを

持ってくる人は、いるのかなと思うんですけど。

やっぱり当時は、私もそのサイトをよく使ってい

ましたね。ただある時を越えてからは、何かそこ

にあるものまずいんじゃないかなっていう気持ち

もあって、FTPソフトぐらいかな？そっからダ

ウンロードしたのは。

■相馬　そうですね。FTPもコードが書ければ

別に使わなくていいんですけど、そういうツール

を使うことによって、ビジュアルでできるんです、

マウスの操作とかで。ITツールを使うことによっ

て生産性が上がって、先ほどプログラミングのス

キルの補完もできました。あとミスも防止できま

すね、チェックとかできますので。

あとコミュニケーションの活性化、これはチャッ

トとか皆さんご存知のツールとかで、できると思
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したとかだったら、本当に広い意味ではDXは、

端っこにいるかもしれない。

平　野　なるほど。なんとなくわかってきたよう

な感じですが、「DXとは」の説明がこの後に来

るのかなと。

相　馬　そうですね。何回も何回も聞かれるん

ですよ。最近 DX コンサルタントとか DX プ

ロデューサーとか言うことが多いんですけど、

「DXってなんですか？」「デラックスですか？」

この本も実はですね、この本を出した時「『超デ

ラックス仕事術！』いいじゃないですか！」すご

そうですよね。いや違います、デジタルトランス

フォーメーション＝DXです。「それなに？」ま

たそこで聞かれるという・・・あんまり聞かれる

もんですから、こういった本を出しました。平野

さんも、これでわかったって、おっしゃっていた

だいたので。

平　野　まぁ、説明をさっきできませんでしたけ

どね。

相　馬　これは個人向けに書いたんですよ。なぜ

かっていうと、DXって結構大きい企業がやると

みなさん思っているんですよね。実は本当は中小

企業もやらなきゃいけないんですけど、大きい企

業で、しかも経営者向けにやらなきゃいけないみ

たいな本が多いんですよ。

実際は中小企業もやらないといけない、個人でも

やらなきゃいけないと思っているんですけど、そ

ういう認識がなく、自分事だと思われないんです

よね。

生み出したなと。新しい言葉が出るとみんな飛び

つくじゃないですか。そういう意味かなと思った

らどうやら違うっていうのをこの本を読んでやっ

とわかったって感じですね。

相　馬　実際儲け主義でやっているところも多い

んですよ。間違ってはいないんですよ。もうDX

と言えば何でも売れるかなって、例えばペーパー

レスとかよくDXって言っているじゃないです

か。本当はDXって言わないんですけど、DXっ

て言えば売れるんで、使っているんですよね。

平　野　そうか、だからDXの中にペーパーレ

スも入っているけれども、ちゃんと考えるとペー

パーレスそのものがDXじゃないよっていう、そ

ういう話しですよね。

相　馬　例えばペーパーレスをやって、ビジネス

自体を大きく変えたとか。そういった取り組み

をやったっていうことだったら、DXかもしれな

いですけど、ただ単にペーパーレス化やりまし

た、倉庫いらなくなりました、みたいな感じだと、

DX化じゃないです。

平　野　さあ皆さん、ピンときましたか？でも、

例えば、今までFAXで注文をもらっていて、そ

れをペーパーレスにしたと。そうすると全部が

データ化されて処理も効率化ができて、それだと

ただの IT化か・・・今 DXの例が出てこなかっ

たんですね。

相　馬　業務を大きく変えなきゃDXって本来

は言わないんですけど、それでも広い範囲では

DXって呼んでもいいかもしれないですね。人が

それによっていらなくなったとか。FAXを無く
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ですから、もうできるだけ掘り下げて、個人に対

してDXをやっていただきたいということで「DX

仕事術」という、そういった名前にしたんですよ。

日本のビジネスパーソンの ITリテラシーを向上

させようと、そういった取り組みをやっています。

平　野　こっちは ITなんですね。DXリテラシー

だとちょっと難しい？

相　馬　そうですね。DXリテラシーってなかな

か使わないんですよ今のところ。あと 2～ 3年

経ったら使うかもしれないですけど、今は ITリ

テラシーとか言っていますね。

平　野　DXって「デジタル・トランス・フォー

メーション」いつも「X」ってどこに入っている

んだろうなと思うんですけど。

相　馬　そうですよね。それはですね、トランス

フォーメーションって英語で「X」ってよく訳さ

れるんですよ。

平　野　そういうことなんですか！トランス

フォーメーションの Xに訳されるんですよね。

他に「X」を使われるような言葉ってあります？

なんか最初に出てきたときに、「どこにもXない

じゃん」そこで記憶が止まっていて、今そうやっ

て訳されるって聞いて、初めて「あ～そうなん

だ！」て。

相　馬　あまり聞かないですよね確かに。僕もこ

れで初めて知ったんですよ。

平　野　海外でもDXって言うんですか？

相　馬　はい。言っていますね。

平　野　そうなんですね。誰かが儲けるために

作った言葉ではないと。

相　馬　アメリカで2004年ぐらいに作った人が

いて、日本では10年ぐらい前から言い始めたん

ですね。

平　野　でも本当にこの 2年ぐらい前から急に

新聞にも出るようになったし、これは何かあった

んですか？

相　馬　まずDXレポートっていうのが、2年

ちょっと前に出たんですよ、経済産業省から。そ

れが 1だったんですけど。それは大企業向けみ

たいな感じで書いてあったんで、あんまり浸透し

なかったっていうのがあったんですよね。

ただ名前だけはそこで出たので、「DXってある

んだな・・・」ぐらいだったんですけど、その後

DXレポート2っていうのが、一昨年の年末くら

いに出たんですよ。今 2.1 まで出ています。

平　野　「2025年の壁」っていうのは、このと

きまでにやらないと、あなたたち死ぬよみたいな、

なんかそういう壁でしたよね？

相　馬　そうですね。SAPってサービス、すご

い使われているERPという基幹システムがあっ

て、そのサポートが切れちゃうっていう話しから

始まったんですよ。

サポート切れたらもう何もできないじゃないです

か。カスタマイズもできないし保守もやらないと
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いうことなので、そこに何かトラブルが起こった

らヤバイよ、みたいな。

平　野　なるほど。それって何だろう、

WindowsXPにしがみついているけど、もうサ

ポートされないよ、みたいなそういうシステムの

サポート終了。それが25年なんですね。

相　馬　そうですね。そこから始まって、エンジ

ニアが少ないとか、少なくなっちゃうとか。あと

は2025年になったら労働人口がこれだけいなく

なるとか、そういういろんな絡まって騒ぎ出した。

平　野　そこを目安にやるんだったらこの 3年

ぐらいでしっかり変革しておかないと、事業的に

もちょっと厳しいよと。それがどんな話なのかっ

ていうのがこれから出てくるんですね。

相　馬　はい。さてDXとは？デジタルとデー

タですね。このデータが抜けている場合が多いで

す。結構データが大事なんですよね。継続的にビ

ジネスを変えて、さらに競合に勝てる仕組みを作

ること。この3つが合わさってDXって言います。

IT化は、ここまでです。こっちは入っていない

ですね。

平　野　例えば今うちの会社だと、メールのセミ

ナーをずっとやっているんですけれども、広告と

かをたくさん出稿して、それによって継続的なビ

ジネスを行って、広告の精度が高まっているので、

このぐらい空き枠あるなら、このぐらい広告出し

たらいいだろうと。その事業の売り上げ自体は3

年前と比べると 4倍ぐらい変わってきて、競合

にも勝てる状態になってきたってことは、DXと

捉えてもいいかな？

相　馬　そうですね。データを見て改善してって

いう形でやっていけば、DXになりますね。

平　野　なるほど。なんかちょっとやっている気

がしてきましたね。

相　馬　そこで例えば、すごいコンバージョンが

いいところを、それを別に打診してそこを強化す

るとか、新しい商品を開発するとか、そういった

ことをやると本当のDXになりますね。

平　野　そうか。商品開発とか次の一手に繋がっ

ていると良いということですよね。

相　馬　じゃあ皆さんにわかるように、身近な事

例を挙げましょう。かよこさんっていう人と、よ

しえさんっていう人がいるんですよ。これ僕の実

際の知り合いなんですね。この人たちがコロナ太

りなってしまいました。これはまずいなというこ

とで、ダイエットアプリですね。たまたまなんで

すが同じダイエットアプリを導入したんですね。

この 2人も仲いいんですけど、同時期に、やり

始めたんですよね。かよこさんは、ちゃんとマイ

ナス 8キロ痩せました。よしえさんは、見ての

通り変わりませんでした。

かよこさんの取り組みは、デジタルツール、さっ

きのアプリですね、アプリにデータを入力して、

ちゃんとデータを見て、これやばいなぁとか、い

ろいろデータを見て、食事制限をしたりとか、運

動をしたりとか、栄養管理をしっかり行いました。

データをもとにして改善していく。これを繰り返

すんですよね。これがDX化っていうことにな

ります。
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これ何かわかります？

平　野　ダイエット・トランスフォーメーション。

相　馬　正解です。本当にある言葉じゃなくて、

冗談ですよ。

平　野　かよこさんとよしえさんの差が今どこに

あるのか、DX化と IT化の差の違いってのはこ

ういうことか。皆さん方に落ちましたよね。

相　馬　よしえさんもデジタルツールに入力し

て、データは見ていませんでした。なんとなくム

ダな長風呂をやったりとか、根拠のない糖質制限

やったりとか、ビールをハイボールに変更して満

足したりとか、痩せそうな気がしますよね。

ただ、改善ができていませんでした、ということ

で、ここだけやっただけなんで、これが IT化です、

ということになります。

平　野　行動をしていたとしても、データに基づ

く根拠がないから意味がない。今すごいピンと来

たのは、会員さんでも、Google アナリティクス

を入れている人って多いんですよ。アナリティク

スを入れていても全然関係ない改善とか、してい

るケースって多いんですよね。

だからやっぱりデータを見て改善するとか、例え

ばサーチコンソールを見て、どんなキーワードで

来ているかとか、そういうことを考えなきゃいけ

ないんですけど、なんとなくこうだろうなぁ・・・

で改善しちゃっているケースが多いんですよね。

これ見るとわかりますよね。耳の痛い話しですね。

相　馬　意外とこういうことをやっている方が多

い。僕もよくやっていますけど、とりあえず格好

から入るみたいな。この場合のDXとは、デジ

タル化しただけで改善していない、なんだかわか

りますか？これ。

平　野　ダメなトランスフォーメーション？

相　馬　正解！

平　野　案外当たるもんですねー　いやぁ打ち合

わせもなんにもしておらず。案外いけるもんだ

なぁって思いました。Xは変えないだろうという

ところから、まずDを予測しました。

相　馬　データを活用していない人を「3K」と

呼んでいるんですけど、まず「感」ですね、感に

頼りますね。そして「経験」「感情」。

これが悪いっていうわけじゃないんですけど、こ

れがあると、新しいことにチャレンジできなかっ

たりとか、あとは考えないで、そのままやっちゃ

うということがダメっていうことなんですよね。

平　野　サイトの改善とかも、データを見ないで

経験からすると、たぶんこうだろう、で改善する

ことって多いんですよね。最初、間違いがいっぱ

いあるときっていうのは、経験である程度判断で

きると思うんですけど、最後の最後で精度を高め

ようと思ったら経験が結構邪魔することはある

な。そこはすごい腑に落ちるところですね。感情

も好き嫌いとか？

相　馬　そうですね。よくキレる人とかもそう

じゃないですか。思ってもないことを言っちゃっ
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たりとか。

平　野　正直、データだけを信じましょうってい

う感じなんですか。

相　馬　そうですね。

平　野　それは何か好きそうですね、私は。

相　馬　データには答えが書かれているんですよ

ね。もう正確なので。

平　野　ちょっと、話しがそれちゃうかもしれな

いですけど、データがあったときに、それを判断

するのは人の経験とか、いろいろ含まれてくるか

なと思うんですけど、そのまっさらな状態でデー

タを見る力っていうのは、どうやったら養えます

かね？

たぶんデータを見るとき、すごいバイアスが入っ

ちゃうと思うんですよ。それが過去の経験とか、

直感的なものなのかなと思うんですけど。

データを正しく見る方法がわかると、正しく痩せ

られるような気もするし、正しくアクセスを増や

すとか、サイトの改善もできるのかなぁ、なんて

思うことありますね。

相　馬　そうですね。その人しかできないことを

属人化っていうんですけど、デジタル・トランス

フォーメーションのいいところは、属人化をなく

すっていうことができるんですよ。

例えば、職人技みたいなものの、そのままでデジ

タル化すれば、そのままできるとか。

平　野　そう思うと、今のAI化みたいな形でちゃ

んと学習してそれを再現できるっていうのは、い

い状態なんですよね。やっぱり人が学ぶとズレる

んだなっていうのはちょっと思いますね。

相　馬　仕事術なんですけど、個人と企業とあっ

て一般的には企業のDXがDXって言われてい

るんですけど、この本には個人のDXっていう

ことで特価して書いてあります。

この比較がこんな感じですね。対象が企業の場合

は全体、個人の場合は 1人からチームの数名ぐ

らいですかね。組織とか会社全体でやるので、企

業は複数にまたがるんですよ。個人の場合は、組

織1チームだと思います。責任者は企業の場合は、

経営層ですね。個人の場合は当人。費用なんです

けど、企業のDXは、中から高額って書いてあ

るんですけど、無料からできる場合もあります。

ただし今企業でシステムを入れているところに関

しては、中から高額はかかりますね、移行とかも

絡まってきますので。個人の場合は無料から有料

ツールも使いますので、無料から月額数百円とか

数千円とかそんなもんだと思います。

難易度は、企業の場合は、やっぱり中から高、結

構高いです。個人の場合は低いですね。移行は、

あった場合はかなり大変ですね。データを合わせ

たりしなきゃいけなかったりとか、名寄せってご

存知ですか？住所とか、例えばハイフンが入って

いるか入っていないかとか、いろいろ揃えなきゃ

いけなかったりするので、すごい大変なんですよ。

平　野　一番嫌いな作業ですね。正直アドレスだ

けで単一化できているんだったらいいんですけ
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ど、アドレスも大文字が入っている人がいたりと

か。毎年アンケートをとったりして、それで名寄

せしてデータを整えることあるんですけれども、

気が狂いそうになりますね、1万件とかいってい

ると。それを毎年やって 1件のリストの価値は

3,000円ぐらいあるんだと思いながら、名寄せを

頑張っているっていう、なんかそれを思い出しま

したね。

正直、それで使わないデータは持たないほうがい

いってことで、もう郵送物はうちは送らないので

基本的に。なので住所とか、電話もしないので電

話番号は全部捨てる、そうするとすごいスッキリ

したなぁという、なんかそんな記憶がありました。

相　馬　個人の場合は、ここに書いてある「DX

仕事術レベル」で作りました。これは後ほど詳し

く説明します。

平　野　企業さんでやるときには、経営の人たち

なのか、上室の人たちなのかによってもやっぱり

利害関係がいっぱいあるじゃないですか。結構

メール系でも、どうやったら誤送信がゼロになる

かっていう観点なのか、どうやったら営業効率が

上がるのかでも、全然違いますもんね。

やっぱり大変だなっていうのは、ずっと見てきま

したので、あまりそこには関わりたくないなと、

思うことありましたが、まずは自分の身近なとこ

ろから片付けていきたいですね、これは。

相　馬　IT ハックっていうのは、IT を使って効

率化させようという。ITハックと企業のDX、あ

とDX仕事術、個人ですね。これは被っている

ところもあるんですけど、全体像でいえば、こう

いう感じになっています。

平　野　全然関係ない話しですけど、さっきの書

いているイラストはソフト？相馬さんが自分で書

いているのを録画しているとかじゃないんです

ね。なんか、このソフトがすごい売れそうだなっ

て気がします。

相　馬　これ実は結構、書籍のYouTuber とか、

よく使っているやつなんですよ。

平　野　ずっとあの人たちは手書きでやっている

と思っていて、今回これが手書きじゃないってい

うのを聞いて、これちょっと取り入れようと。ど

うやったら取り入れられるかな？とか、ちょっと

そう思いましたね。

やっぱり広告とかでも見ちゃうんですよね。何を

書くんだろうなぁとか、この人の字うまいなぁと

か。このイラスト面白いなぁとか見ちゃって、ホ

ワイトボードにそれを書くっていうのを仕事にし

ている人もいるじゃないですか。

だから、そういう人たち仕事なくなっちゃうん

じゃないかなと思いながら、今話しを聞いていま

した。

相　馬　仕事術で 4つの原則っていうのがあり

まして、これを守れば極力失敗しないっていうこ

とですね。

始める前から失敗を恐れない。ツールを導入して

満足しない。データの重要性を理解する。感と経

験、これは先ほどのやつですね。これはちょっと

説明しましょうか。
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「始める前から失敗を恐れない」は、結構DXっ

て大きなことをやらなきゃいけないと思い込む

方がやっぱり多いんですよ。言葉だけが成功し

ちゃっているんですよね。もう名前がすごいじゃ

ないですか、デジタル・トランスフォーメーショ

ンですからね。

何やら大きい何かをやらなきゃいけないな、ぐら

いな感覚で思っているかもしれないですけど、実

は小さいことから始めることができます。

S×3sマインドっていうのを作ったんですけど、

一般的に言われていることをただこうやって、

S× 3sって言っているだけなんですけど、小さ

く始める、費用や時間はかけないですね。

成功体験、サクセス、スタック、積み重ねる、こ

れの頭文字をとって、小さく始める、小さく成功

体験、小さく積み重ねる。これをS× 3sと言っ

ています。

平　野　みんなコロナ禍に入ってから、オンライ

ンが怖い怖いって言っていたと思うんですけど、

とりあえずZoomをやってみようよ！って。で、

Zoomが使えるようになってきて、ずっとやっ

ていると、Zoomを使って研修もできるように

なるっていう。

最初 Zoomを使ったとき、よくわからないけ

ど切れて入れなくなっちゃった。100人ぐらい

待たせたってあったんですけど、やっぱりそれ

ちょっと大きく始め過ぎたんでしょうね。

3人ぐらいから始めて、まずやって成功体験って

いう、こういう流れなのかなと。確かに IT化と

いうかDX化は全てこの流れなのかなと。

相　馬　お金を結構かけなきゃいけないと思って

る方が多いんですけど、今無料のツールとか結構

あるので、その辺から使ってダメだったらやめれ

ばいいですし、あんまり時間とか費用はかけない

で、とりあえずやってみるっていうのがいいかも

しれないですね。

ツールを導入して満足しない。PDCAサイクルっ

ていうのがあるんですけど、今はですねPDCA

サイクルじゃなくて、OODAループっていう言

葉があるんですよ。これは一般的に使われている

言葉なんですけど、状況に応じて素早く判断して

改善し続けるというのがOODAなんですよ。

PDCAって計画を立ててやらなきゃいけない

じゃないですか。しっかり計画を立てるんじゃな

くて、状況によって判断しなさいっていう、そう

いうのがOODAですよね。

平　野　観察が今最初に来ていましたよね。観察・

情勢・判断で決定実行。だからPDCAだったら

計画立てて実行してっていう感じなわけですもん

ね。もうちょっと細かく考えているのかなと。

相　馬　そうですね。一般的に普通にやっている

ことなんですよ。状況を判断して変えるとか、よ

くやるじゃないですか、車の運転とかもそうなん

ですけど。

平　野　確かにデータとかを取っていても、ちゃ

んとデータを観察していない、だから経験とか感

からいくと、いきなり決定に入っちゃうから、も
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うちょっと考えましょうよって感じなんですか

ね、これは。

相　馬　計画もしっかり立ててやるんじゃなく

て、例えば、リアルサロンを作ろう！って計画を

立てて 3年後にオープンするために今から頑張

る。結局、コロナでダメになったみたいな。そう

いった状況にならないように観察しながら、サロ

ンを止めて別のことやろうかな。そういった状況

判断が必要だということですね。

平　野　なるほど。確かにこれができないと講師

業界も生き残れないですし、こういった実践塾み

たいなサブスク系もすぐダメになっちゃいますか

らね、確かに観察していますね。

相　馬　データの重要性、先ほどからデータ、デー

タと言っていますけど、やっぱりデータが重要な

んですよ。データをできるだけ集めて流用して活

用せよと。

データは必ず取って、それを集めて見て改善して

いくような、そういったことをやんなきゃいけな

いんですよね。

平　野　顧客のデータ、レコードだけじゃなく

て、誰がどういう購買行動をしたかとか、そうい

うものをちゃんと集めましょうっていうことです

よね。なるほど。流用っていうと、どこに流用す

るイメージなんですかね？

相　馬　後でちょっと出てくるんですけど、仕事

術レベル 2のところで、クラウド化同士でデー

タを流用して、1回入力したやつは、もう次のと

ころで入力しないように、例えばGoogle カレ

ンダー、Zoomでスケジュールを立てたやつは

Google カレンダーで、もう1回入力しないとか

できるんじゃないですか。ああいう他でデータを

流用しましょうということなんですよね。

平　野　それが流用なんですね。顧客データと

かっていうよりは、いろんなデータがあるからそ

れを 1回入力したら他でも使えるようにってい

うそういう流用なんですね。

確かに自分の手帳にも書いて、Google カレン

ダーにも書いて、机の上のカレンダーに書くと

かっていうのは、これは違うよねっていう。それ

を繰り返さないってことですね。

相　馬　手書きの手帳で書いた時間とGoogle

カレンダーの時間と、あれ！違ってる、どっちが

本当だ？っていう。

平　野　ありますね。確かに今うちの場合、サイ

トが 6個あって、そこに本のデータを 1個 1個

全部コピペで入れているんですけど、これが単一

化できたら楽だなとか、そう思うことありますよ

ね。もっと簡単な流用の方法っていうのがあるの

かなと思うんですよね。

今は、そのページのソースをコピペしたら使える

ように、ソースを揃えているんですけど、やっぱ

りここは手動はなくならないっていう感じなんで

すよね。なんかもうちょっと考えたいなと思いま

すね、このへんは。

相　馬　DXを取り組んだとしても、途中で止

まっちゃったりとか、そういうことがあるんです

よね。DX難民って呼んでいるんですけど、それ
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をやらないためにはどうするかっていうと、3つ

あります。

まず 1つ目。全部自分でやろうとせず、苦手な

ことは人にふる。苦手なことは極力やらないでく

ださい、というですね。平野さん苦手なことあり

ます？

平　野　あんまりないんですよね。プログラムは

書けないんですけど、なんとなく読んでいると、

わかるみたいなところがあって、ただ、ここに落

ち入ること多いんですよ。

ちょっと調べたら出来そうだから、自分でやろう

かなって思っちゃうんですけど、でもデザインは

苦手なので、デザイン関係はもう全部人に振りま

すね。

相　馬　その 2は、S× 3sですね。その 3、成

功事例を参考にして自分の型に当てはめる。これ

はもうググッたりとかして、他人の成功体験とか

成功事例あるので、自分の仕事に当てはめてや

るっていうとこですね。

今、「ここからアプリ」とか、そういったサイト

があって、いろんな業種の事例が書いてあるサイ

トとかがあるので、そういうのを見ると参考にな

るかもしれないですね。

平　野　アプリのサイトじゃなくて、そういうの

を説明しているサイト？

相　馬　そうですね。いろんなアプリを集めて成

功事例が載っていたりとか、使い方が載っていた

りするんですよね。

平　野　また話はちょっと変わりますけど、アプ

リっていうと、ずっと自分の中ではスマホのアプ

リみたいなイメージがあったのが、今はソフト全

体をアプリっていうように変わりましたよね。エ

クセルも今アプリって言いますよね？

昔Mac使っていたときは、アプリケーショ

ン、アプリっていうイメージだったんですけど、

Windows使うようになってから、アプリって感

じがなかったんですよね、それが、もう世の中は

ソフトすべてをアプリって呼ぶようになったなっ

て、ちょっと思い出しました。

相　馬　もし迷ったら、こんな感じでやっていけ

ば前に進むかなと思います。そして段階がありま

すと。データを活用するためには、まずデータを

入力してデータを蓄積しましょうというところで

すね、入力しないと蓄積ができませんので。

データを蓄積してデータを参照します。データを

参照して、データを活用しましょうというところ

ですね。

アナリティクスとかも、わざわざ入力するわけ

じゃないですけど、入力されますよね自動的に。

それが溜まります、それを見て、それを活用しま

す、というところですね。

平　野　やっぱりアナリティクスで言ったら、こ

こだけできていないっていう人が多いのかもしれ

ない。データはドンドン溜まっているっていう。

皆さんもいつアナリティクスに入ったのかってい

うと、ひと月ぐらい入っていないとかね、そうい

う人もやっぱりいらっしゃいますからね。
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相　馬　DX仕事術レベルっていうのを作ったん

ですよ。レベル 1からレベル 3を作ったんです

けど、次のページから詳しく説明します。

レベル 1ですね、まずはデータ入力、蓄積する

ようにしましょうっていうところで、どうする

かっていうと、クラウド化ですね、クラウド化す

ることによって、3つの制限がなくなる。まず場

所ですね、どこでも使えます。あとデバイス、ス

マホでもパソコンでも何でも使えますというとこ

ですね。

あとは時間。隙間時間に、エレベーターの待ち時

間とかもでもできますし、信号の待ち時間とか、

いつでも使える。3つの制限がなくなります。

平　野　これはたぶん会員さんの中でできている

人は多いかなと思うんですけど、私なんかは、結

構出張もあるし、外で仕事することもあるんで、

もうクラウド化はもう必須というか、クラウド化

が始まった10年ぐらい前からその恩恵を受けて

いると。昔はパソコンの中に全データが入ってい

たので、そのパソコンが壊れたとき、起業して2

回パソコンが壊れて、メールのデータが抜けなく

なったことがあって、なんで、この復旧業者さん

にこんなにお金払わなきゃいけないんだろうって

いう、なんかそれを思い出しますよね。

当時は本当に全てパソコンの中に入れると。研

修とかだったらUSBにデータ入れて、会社で

作ったデータを持っていく。で、ノートパソコン

に入れるみたいなことをやっていて、そのとき

初めて私がクラウドっていいなって思ったのは、

Gmail っていうサービスがあって、そこにメー

ル転送しておくと溜まるよって言われて、さくら

インターネットで受け取ったメールを全部裏で

Gmail に転送して、それを検索に使うっていう

のをやって、世の中が変わった。

今はGoogle Workspace使っているんですけ

れども、これが本当に大きかったのと、あともう

1個はDropboxを入れたこと。この二つで本当

にこれに近い環境ができたなあって、いま覚えて

いて。あれがなかったら今の自分は無いぐらい、

この 2つの恩恵は大きかったですね。というこ

とで私は、レベル1はクリアしているっぽいです。

相　馬　はい、レベル 2です。これがデータ連

携ですね、先ほどちょっとお話した、ツール同士

を連携することによってデータを流用しますと、

これがもう本当に手作業をなくす、最初の入力

だけなので、ミスは防止できます。Gmail から、

例えばSlackとかですかね。

「伝言ゲーム」前の人から伝言を聞く、その伝言

を記憶する、次の人に伝言を伝える、これが伝言

ゲームなんですけど、例えばそのまま自動化した

ら全然つまんないじゃないすか。つまらない伝言

ゲームをやりましょう、みたいな感じなんです。

平　野　これ結構人がそこに介在することによっ

て、重要なポイントを漏らしたりとか、あとは「あ

の人すごい怒っていたよ」っていう情報が大きく

なっていったりとか、だから伝言っていうのは良

くないってのは、すごい感じますよね。

本当に素のデータをそのまま移行するっていうの

が一番綺麗なんだろうなと。これが皆さんの仕事

の中で、どのぐらいイメージできるかで、例えば

Gmail に来たメールをSlack に飛ばして、それ
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を「これ、出来た？」みたいなチャット的な感じ

の使い方をするっていう連携ですよね。

他に何だろう？皆さんだと、Zoomに会議の予

定を入れたら、それがGoogle カレンダーに自

動的に反映される。これも連携のひとつ。他に何

か連携できるものってあります？

自分の中では、例えばスマホでTODO入れても、

会社のパソコンでTODOが見れる。これは連携

じゃなくてクラウド化された 1個の参照ですも

んね。

Aのアプリに入れたものがBのアプリに自動的

に連携されてみたいなものっていうと、なんかそ

んなに今自分の周りで思いつかないんですよね。

相　馬　そうですね。ちょっと高度なものかもし

れないですけど、例えば、勤怠管理システムから

会計システムに連携するとか。

平　野　なるほど。ここ結構難しいなって、ちょっ

と感じることもあり、何かメールとか予定とかっ

ていうのは割と連携しやすいけど、ここって

ちょっと大きい壁になるのかな、なんてちょっと

思いましたね。

ここが何か結構難しくて、例えばうちだと、

ZEUSで課金ができたら、課金できたデータが

飛んできて、ステップメールで次のメールが自動

的に行って商品を提供するとか、そういうのは出

来ているから、これは連携といえば連携、まぁ今

までは人の手で送っていたりしていたので、それ

が自動化できている。

それは、ただオートビズっていうシステムの中で

自動化できているから、連携なのかなあなんて思

うこともあります。

相　馬　例えば、Google アラートからRSSで

引っ張れるんですけど、RSSで自動登録ができ

るんですよ、Zapier（ザピア）というものを使

えば。ここでポケットとかに連携したりはできま

すね。Google内は結構やっているじゃないです

か。TODOリストとカレンダーとか。

平　野　そうですね。最初はそれぞれ独立したソ

フトっぽかったのが、今はTODOにも期限を入

れたりとか、繰り返すっていう設定をしたりとか、

そこの連携は強くなってきたのは感じますよね。

なので正直なところ、この本を読んでいて思った

んですけど、みんなGoogle Workspace入れ

たらいいんじゃないかっていう。そういう結論に

自分の中ではちょっといってしまって。

Google WorkspaceとDropboxだけでいいん

じゃないの？って思いつつ、今日他に何かあった

らいいなって思いながら今話しを聞いています。

相　馬　Google で実現できないソフトって結

構あるので、そこを使うっていうのはいいです

ね。Trello（トレロ）ってタスク管理で使ってい

るんですけど、タスク管理にいいものが、あまり

Google に無いので、それを使ったりしています。

平　野　いろんなのを使ってみたいところはある

んですけど、それこそGoogle の TODOって、

たぶん最初 1個しか入れなかったと思うんです

けど、それが箱が複数になって、今は期限をかけ
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たりとか、TODOの下にまたメモを入れられた

りとか、どんどん高機能になっている気がするん

ですよね。

とりあえずもう私は、Google に全てを捧げ、も

う面倒くさくなっちゃったっていう。冒頭に、移

行がやっぱり大変っていう話があって、TODO

ツールも過去にRemember The Milk( リメン

バーザミルク )とか、いろいろ入れてみたことあ

るんですけど、やっぱ乗り換えが面倒くさいんで

すよね。

どこで腹をくくるかって思ったときに、一番

TODOリスト単体で仕事している会社よりは、

もう何でもかんでもGoogle さんでいいじゃな

いか、と思って、この面倒くささの私の壁という

か、乗り越えられない状態なんですよね。これ

がもしかしたらDX化を阻むのか、もうGoogle

が頑張ってDX化をみんなに推進するのを追っ

ていればいいのか、最近どっちかなって思うこと

がありますね。

相　馬　ツールなんですけど、Google でもし実

現できないツールが、Google基本に使っていた

だいてもすごいと思うんですけど、ただそれで全

部まかなえないですよね。ですから他のツールを

使いたいという場合があって、私の場合は、タス

ク管理があんまりGoogle内でいいやつがなかっ

たので、Trello（トレロ）というタスク管理ツー

ルを使っています。

それは、例えばメールで来たやつを登録したいな

と思ったら、そのメールをそのまま Trello（ト

レロ）に登録することができます。そのTrello（ト

レロ）の中でメールのタスク管理をやる、そういっ

た使い方をやっています。

平　野　ちょっと後で読まなきゃいけないメール

とか、そういうのを一旦 TODOに入れるみたい

な、そんなイメージですね。

相　馬　そうですね。Trello（トレロ）の何が良

いかというと、状態がわかるんですよ。着手前と

か、着手中、誰かに渡しているとか、完了、そう

いったステータスが、マウス操作だけですぐでき

るんですよね。

平　野　なるほど。それだと全然違いますね。

Google の TODOだと、単純に TODOがあり

ますよっていう状態で、これが着手中とか、あ

と、1割で終わりとか、そういうところの管理っ

てできないですからね。だからTODOリストは

あまり使わないんですよ。パーセンテージまでわ

かるっていうのはいいかもしれないですね。

相　馬　これがレベル 3なんですけど、自動化

とかデータ活用ですね、データ活用することに

よって、仕事のやり方とか大きく変えることがで

きるんですよ。

平　野　今、広告代理店さんにお願いをして、広

告のレポートを出してもらっているんですね。た

ぶん昔のときは彼らはきっと、データをダウン

ロードしてコピペしてフォーマットに合わせて出

してきたと思うんですけど、今は何かしらの作業

で一気にレポートが出来上がっているっぽいんで

すよ。そういうことたぶん、これなのかな。

相　馬　自動でデータを収集して、例えばRPA

とか、RPAってご存知ですかね？RPA（ロボ
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ティック・プロセス・オートメーション）。何か

というと、パソコンの中の作業を全部登録してお

けば自動化できるんですよ。何時何分にこの人に

メールを送るみたいなのとか、あとはExcel の

一覧をまとめて、この時間にメールを送るとか、

そういったことができます。

平　野　これができるならぜひやりたいなってい

うのが、例えば、うちの場合メールでセミナー

の申し込みが来るんですね。それを担当がExcel

に転記するんですよ。もう住所をコピペしてセミ

ナーの日付をコピペして、それと別に私がその

メールのデータを見て、ヤマトのフォームに全部

コピペして、ラベルを出すんですよ。

きっとそれが全部自動化できたらRPAって話に

なると思うんですけど、なんかそこの連携って何

かで可能なんですかね？メールで来たデータのこ

のレコードをExcel のここに自動的に転記する

みたいな。

相　馬　はい、できますね。

平　野　すごい変わりそうだな。どうやったら自

動化できるんだろうって、そこをずっと人力に

頼っているんですよ。人力に頼るとどうなるかっ

ていうと、いかに効率よく、短い手順で作業をす

るかっていうところで、もうそれ以上伸びしろが

ないんですよ。そこまで今来ているので、メール

データをExcel と連携させるとか、ラベル出し

とかっていうのが、なんかうまくまとまったらい

いな、と思いながらちょっとこの後、楽しみに聞

いています。

相　馬　データを活用します、こういったことが

できるのがレベル3です。アナリティクスを使っ

て、アナリティクスは自動でデータを収集できる

んですけど、データを活用して改善するっていう、

そういった一連の流れ、それをやっていくのがレ

ベル3ぐらいになりますね。

平　野　コンサルで入っている現場とかだと、い

ろんな人がアクセス解析のデータをまとめてくれ

ていて、それを見てみんなで検討してひと月の動

きを決めるっていうのがあって、たぶんそのデー

タを作るところまで自動化できているから、ある

意味、3までいっているのかな。

ただ裏見ると、そのRPAとかは入っていなさそ

うで、かなり人力で動いているところは多いかな。

最近だとアナリティクスも何かフォーマットが

いっぱいあるじゃないですか。これからGA4と

かになったらさらにわからなくなるような気もす

るんですけど、そこまではできているけど、やっ

ぱその先の活用がやっぱりミソなんですよね。

なんか活用のヒントってありますかね？例えばア

ナリティクスだったら、こういう活用方法がいい

とか、あとは個人的にはさっきお話したような

メールと、他のツールをどう連動させたら、もう

効率が上がるか。そこなんですよね。何かありま

すか？

相　馬　アナリティクスでいうと、データポータ

ルっていうのがあってGoogle のツールなんで

すけど、そこに読み込ませて、見たいとこだけ見

るっていうことができるので、それで見比べてや

るっていうのがいいかもしれないですけど。例え

ば、キーワードは前月までこれやったけど、今月

はこういうキーワードがフィットしているとか。
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平　野　データポータル、皆さん見たことありま

すかね。英語とかで書かれていたりとか、よくわ

からないレポートがすごく多くて、何か一般的に

はこの辺のデータのデータポータルのこれを使っ

たらいいよみたいな、なんかそういうのがなかな

か見つからないんですよ。いろんなのを当てはめ

てみたんですけど、これ何に使うんだろう？みた

いな。その解説がないから、とりあえず使ってみ

て見映えいいのできたけれど、これどうするんだ

ろうなっていうのが、多かった気がするんですよ。

調べるしかないんですかね。

相　馬　フォーマットは英語なんですけど、

フォーマットはあるんですよね。英語なのでわか

りにくいかもしれないですけど、一応そういった

ものを改造してはできます、自分の欲しいところ

だけ何か持ってくるっていうことはできますね。

平　野　これはもう完全に英語できないってこと

に問題がある気がしてきました。すごいいろんな

種類があって、その評価もすごい高いのがあって、

でもこれどう使うんだろう？っていうところで止

まっているので、ちょっとそこは個人的に何かし

てみたいと思います。

相　馬　確かに最初データポータル使うときは、

僕もいろいろ調べながらやって、結構時間かかり

ますよね。ただ 1回登録すると、もう自動的に、

うんやってくれるので、日付だけ変えたりとか、

それだけなんで、すごい楽ですね。

平　野　そうですよね。ちゃんとわかっている人

は、データポータルにあるフォーマットを使って、

瞬時にレポートを作成し、それをお客さんに高い

値段で売りつける、こういう流れになっている気

がするんですよ。あるコンサルの現場でそれを目

の当たりにしたときに、誰々さんすごいね、こん

なにやってくれたんだありがとうと、無茶苦茶感

謝されているのを見て、「これは自動化されてい

るものを、ただ出しただけなのになって思うこと

があったんですよね。

でもでも、そういうことですよね。昔は手動で全

部やっていたけど、ちょっとデータポータルの話

は、なんか私の中でこれ使って良かったよってい

うのを一つ二つ、見繕ってみたいなと思います。

相　馬　まとめるとこんな感じですね。

平　野　クラウドとクラウドが連携しやすいって

ことであれば、来たメールのデータをExcel に

入れるっていう流れは、もうそもそも無理なのか

なと。パソコン立ち上げてないとExcel に入れ

られないじゃないですか。ってことは、クラウド

上でGoogle のスプレッドシートとかと、メー

ルを連携させるこの間に入るのは何かっていう、

なんかRPA別のツールを入れると、そのメール

のデータを吸って、スプレッドシートに何か書き

出すみたいな、そんな連携なのか、どこにその

RPAがいるんだろう？なんかその辺がもうちょ

い見えてくるといいかなと。開発するわけじゃな

いんですよね？

相　馬　開発するわけじゃなくて、動きを登録す

るようなイメージですかね、デスクトップ上の。

平　野　ということはローカルのイメージ？

相　馬　そうですね、ローカルですね。逆にクラ

ウドでやるのはZapier（ザピア）というものを
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使うんですよね。

平　野　IT スキルの低い、我々の場合は、どっ

ちから入ったらいいですか？

相　馬　使い方によって違うんですよ。クラウド

上でやる場合はZapier（ザピア）で、自動的に

連携できるようなツールを使って、ハブみたいな

感じですかね。それを通して何か接続するような。

平　野　ラベル出しだけでも楽になったらいいな

とすごい思うんですよね。それこそ、わからない

ことを誰かに聞くって話しであれば、相馬さんに

丸投げして全部これが解決するならこれを解決し

たいなっていう。年間 1,000枚ぐらいラベルを

出しているわけですよ。なんぼコピペしているの

かって話で、コピペ能力はもう上限まで来ていて、

これを何とかしたいっていう。

たぶん皆さんも、メールからスタートする単純処

理っていっぱい持っているような気がしていて、

これをプロにお願いしたら解決するのか、さっき

のZapier（ザピア）を使ったらいいのか。その

デスクトップの動きは、本当に単純なことしかし

ていないですからね。

相　馬　そうしたら、RPAがいいと思うんです

よ。RPAって高いやつは高いんですけど 10万

20万ぐらいかかったりするやつもあるんですけ

ど、Windows 11 から標準で、もうインストー

ルされているので使えるんですよね、そのまま無

料で。

平　野　ってことは僕のWindows 11 のパソコ

ンにも入っている。それを使うとどのぐらいのこ

とが？メール受信して、この項目はここにコピペ

して、Excel に入れていきますよ、ができる。デー

タが上書きされたりとか、変なことには？設定に

よってはなっちゃいますよね？

相　馬　やっちゃうかもしれないですね。ただテ

ストはやったほうがいいと思うので。

平　野　なんかちょっと将来が明るくなりますよ

ね。それはWindowsのなんてソフトですか？

相　馬　Power Automate。

平　野　コストはいいんですけど、さっきの 10

万円ぐらいで何とかなるんだったら、そういう月

額 10万円ぐらいかかってもいいから、今の作業

を全部自動化できたら、それこそ入金があったら、

次にこのメールを送るとか、入金がなかったら、

3日前に自動的にキャンセルの連絡をするとか、

全て日付と相手のアクションが、トリガーになっ

て次の仕事って、結構決まっていることが多いん

ですよ。

それが全部自動化できたら、このメルマガを書く

とか、創造的な仕事にもっともっと時間を使える

なって思いました。今日、こうやったらそれがで

きるよっていう結論は全然なくてもいいと思うん

ですけど、何かできるって糸口が見えたので、私

はまずよかったなって、で、やってみよう！って

感じですね。

相　馬　ここからはもうちょっと高度になってい

きます。両利きのDXって呼んでいるんですけど、

両利きの経営ってちょっと前に売れた本ってご存

知ですかね。これがですね、探索と進化、これを
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両方同時にやっていかなきゃいけないっていうこ

となんですよ。

何かっていうと、探索っていうのは、新たな挑戦

ですかね。進化っていうのは、今のビジネスを掘

り下げるっていうことなんですよね。両方ともや

らないと、こっちだけやっている企業が多いので、

こっちだけやっていると、コダックと富士フイル

ムの話ってわかりますかね。

コダックって今ないんですよ。なぜないかってい

うと、コダックってカメラ事業にこだわって、ずっ

とカメラのことばっかりやっていたんですよね。

スマホのカメラがあるので、もうカメラ事業って

もうほとんど衰退しちゃっているんですよ。

コダックは、カメラ事業をずっとずっとやってい

たんですよね。そこしかやらなかった。一方、富

士フイルムに関しては、カメラじゃなくて化粧品

とかいろんな事業をやっているんですよね。いろ

いろチャレンジして、そちらの事業が儲かって今

もうすごい伸びている会社なんですよね。

そこが違うんですよね、両方やっていくと。もち

ろん富士フイルムもカメラのほうもやっています

し、化粧品の方もやっています、これが両利きっ

て言うんですよね。

平　野　結構広げるっていう作業をやっておかな

いと、進化だけだったらもう全然そこがダメに

なったら、もう終わりなわけですもんね。やっぱ

りうちの会社も事業がいろいろあって、それぞれ

が独立しているから、この5年先 10年先見ても

倒産することはないかなと思っているんですよ。

でも最近だとこの進化だと、コダックもそうだし、

ニコンももう一眼レフから撤退でしたっけ？なん

か製造しないっていう話になって、あの会社がも

う作らなかったらどうなるんだろう・・・みたいな、

なんかそういう世界になっていくわけですよね。

相　馬　これを両利きのDXって呼んでいるんで

すけど、攻めと守りっていうのがあって、似たよ

うなものなんですけど、攻めは新たなことをやっ

て、守りは今の事業を改正するとか効率化させ

るっていう、そういったことが、両利きのDXっ

て呼んでいるんですよね。

攻めと守りって何かというと、例えば自分の業務

を効率化するってところですね。コストを削減し

たりとか、今の業務を改善していくようなことが、

守りのDXと呼んでいます。守りのDXは自分

のことを変えるっていう、自分の業務を変えるっ

ていうことで守りなんですよね。

一方攻めDXっていうのはターゲットが誰かい

て、お客さんでもいいですし、いろんな外の人の

満足度を上げるような活動、それが攻めのDXっ

て呼んでいます。

攻めのDXってなかなか難しいんですよ。自分

の業務を変えるなら自分のところだけ変えればい

いんですけど、攻めだとやっぱりお客さんにも関

わってきますし、いろんなところで結構大変なん

ですよね。だから、こちらしかやってないところ

が多いので、こちらもやりましょうということな

んですよ。

守りのDXは、業務改善ってさきほど申し上げ

ましたけど、V3Sサイクルっていうのを作って、
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これはわかりやすく、V3Sって言っているんで

すけど、「Visualization」見える化する。業務は

まず見える化しましょう。個人でやっている方っ

て業務は見える化していない方が多いと思うんで

すよね。

だから紙に書き出して業務を見える化して、今何

やっているのか、これはいらないんじゃないか、

みたいなことをやっていきましょうと。この業務、

見える化するだけじゃなくて、もうちょっと細か

く細分化しましょうということですね。

業務も大雑把じゃなくて、もっと細かく細かく分

解しましょうということです。細かく分解したと

ころ、ボトルネックと呼んでいるんですけど、こ

れいらないんじゃないかとか、そういったことを

洗い出しましょうということですね。

「システム化する」これは業務のシステム化を検

討する。、これ実は手でやらなくても、システム

化すればいいじゃん、っていうところがあると思

うんですよ。このサイクルを回しましょうという

ことですね。

平　野　例えばうちのセミナー事業だったら、1

人の申し込みに対してどんなタスクがあるのか、

見える化するだから、最初はセミナーの仕事あり

ますよ、細分化するってなると、入金管理とかお

礼メールとか、資料を送る、ラベル出しみたいな

のを、もう細かくできないぐらい細かくしていき

ましょう、ということですよね。

そこで、何でうまくいかないの？っていうのが

あったとしたら、もしかしたらお客さんが入金を

してくれないとか、あるいは担当が送っている

メールが遅いとか、なんかそういうのがあって、

そんなことないように自動化しましょう、みたい

なこんな感じなんですかね。

今まで自分がやってきたことって、このプロセス

を作るところまでやるんですけど、最後、ここは

人に振るんですよ。仕事をモジュール化して、お

金で解決しよう。

ただ、人がやることだからチェックも必要だし、

当然コストもかかるし、やっぱりここまでできて

いる人の最後、このシステム化っていうのは、本

当やりたいことだし、ここで代行するとか、コン

サルできる人がいたら、すごい強いなあなんて

ちょっと思いますね。

相　馬　ちょっと洗濯を例に、ちょっと細かいん

ですけど、洗濯物を入れるとか、洗濯回すとか、

こういった業務があるとします。畳むとか収納す

るとか、それを細かく分けます。

それを例えば、どこがボトルネックがあるかな？

とか、洗剤入れのる面倒くさいなとか、すすぎは、

昔は手でやっていたんです、それは面倒くさいな、

というのを、これをボトルネックを洗い出して自

動化させるために、こういった自動乾燥機機能が

付いてるのがいいかとか、洗剤を自動投入するや

つがいいかとか、洗濯物をたたむって昔はあった

んですよ。

でも採算が取れなくてやめちゃったっていうのが

あるんですけど、ここも面倒くさいんですけど、

システム化はムリだから、ここは手でやりましょ

うみたいな、そういったことが、V3Sサイクル

でできるということですね。
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自分の業務もこうやって、やってみればいいかも

しれないですね。先ほど平野さんシステム化した

いというふうに、おっしゃっていましたけど、シ

ステム化しやすい業務っていうのが 3つあるん

ですよ。

これがですね、仕組み化、いつどこで誰がやって

もできる状態にするっていうのが仕組み化って呼

んでいます。マニュアル化ですね、仕組み化した

やつをマニュアル化して、資料にまとめる。

ルーティン化。同じ手順で繰り返して一定の手順

に従って業務を行っていくことをルーティン化と

呼びます。こういったことができれば、人がやら

なくてもシステムが得意なところですね。

平　野　たぶん皆さん、こう当てはめていくと、

仕組み化、マニュアル化、ルーティン化、確かに

あるなって。メルマガとかも書くのは、やっぱり

頭使って書かなきゃいけないけど、送るという作

業は、何で毎日この原稿コピペしているんだろう

とか思うことはあるんですよね。

それを何でFacebookに投稿しているんだろう。

そういうところは見つかるけど、この次！ですか

ね。ルーティン化もそうですよね。たぶん、ここ

を見つけるところまで、みんなできるとしたとき

に、それってどうやったら解決できるの？ってそ

こがわからない人が多そうな気がして、昔、申し

込みが来たときに、一つ一つExcel で作業して

いる人がいたんですけど、そのExcel のデータ

をここに貼っつけたら、注文書がまとまりますよ

みたいな、ちょっとファイルを作ったらすごい喜

ばれたことがあって、Excel ファイルひとつで何

十万円か、いただいたことがあったんですけど、

どうやったら解決できるのかっていう解決策がた

ぶんいろいろあると思うんですよ。これをどう見

つけるのかっていう、解決策の見つけ方がすごい

重要なのかな。

相　馬　そうですね。システムは 1個じゃなく

ていっぱいあったりするので、いろんな機能が

あったりとか、それが選ぶのが大変かもしれない

ですね。

平　野　これって個人的にも解決したいなと思う

ものがいっぱいあるんですけど、これどうしたら

いいですかね？ココナラとかそういうところに

行ったらいいのか？相馬さんに聞いたら解決でき

るのか？

相　馬　うちが、やれるのはもう相談していただ

ければ、IT補助金とかも使えますので、「これは

補助金を使って、導入しませんか」とか、そういっ

た提案はできますね。

平　野　なるほど。なんか原則この辺りに当ては

まっているものは、全て自動化できるぐらいに考

えちゃっていいんですかね？

相　馬　そうですね。いろんなツールがあるので、

逆にそれがなかったら、うちで開発しますって感

じです。

平　野　なるほど。何かやれることが増えそうな

気が。やっぱり仕事の 2割 3割ぐらいは、これ

いらないんじゃないかな？って思うルーティン

ワークだったりするんですよ。

相　馬　攻めのDX、結構難易度高いんですけど、
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こういった思考法があればやりやすいっていうと

ころですね。代表的な3つを挙げました。「ター

ゲット視点で共創」する思考。いまサービスを使

う側と提供する側、今は別に結構なっているんで

すね。それを取り払って一緒に考えるっていうこ

とです。

よく私も会社員のときに、業務部門と、システム

部門にもいたので、そこが全く別で動いていたん

ですよ。ある購買システムを作っていたんですけ

ど、システム部門が入れたいシステムと業務部門

が入れたいシステムって、もうギャップがあって、

そこで結局は使えないっていうことで、もうすぐ

にリニューアルしちゃったんですよね。

そういうことがあり得るので、もう一緒に作って

いかなきゃダメだっていうことなんですよね。

2番目として、「そもそもなぜ？」を追求する「メ

タ思考」。これはですね、メタ思考って、物事を

ちょっと上から見るっていう「上から目線」じゃ

ないですよ。なぜ？を追求するって、「トヨタの

なぜなぜ」ってありますよね、5回なぜ？を繰り

返す、という思考ですね。なんでこんなの必要な

の？みたいな。

あとは、「思考停止にならないための「クリティ

カルシンキング」。クリティカルシンキングって

結構重要な考え、思考法なんですよね。もう本当

に身につけさせたい思考法の第 2位に上がって

いるらしいですね。

平　野　クリティカルシンキングってよく聞かれ

る言葉ですが、批判的思考？

相　馬　そうですね。何も考えないでそのまま

やっちゃうっていうことなんですよ。例えば僕も

このパソコンを買うときに、これ、めちゃめちゃ

高いんですよね。40万以上して、なぜこれ買っ

たかっていうと、IT関係やっているので「いい

ヤツ必要だろう」ということで買ったんですが、

何も考えないで。本来はこれすごく重いんですよ。

前のシリーズよりもだいぶ厚くなって重くなった

ので、もう今持ち運ばないで iPadを持ち運んで

いるんですよ。だからちゃんと考えて、サイズと

か考えてやれば、iPadをわざわざ買わないでい

い、しかもこれ自体も高いという。そこで思考停

止になって、こんなん買っちゃったって失敗だっ

たな。

平　野　難しいですね。思考停止にした方が自動

化できて効率がいいなって思っているので、ずっ

と私はレッツノートと iPhone を買い続けてい

る。ただ、どっかで批判的思考を持って、やっぱ

りちょっと仕事柄もう iPadで全部できるんじゃ

ないかとか、やっぱそういうのを考えることはあ

りますよね。その両方を行ったり来たりしなきゃ

いけないのかなぁ。

相　馬　ちゃんと考える所は考えましょうよって

いうことです。攻めと守り、先ほど説明しました

けど、両方やっていかなきゃいけないと。順番は

この通りやれば、結構やりやすいかなっていうの

があります。

まず守りのDX仕事術で、業務改善すれば、費

用や時間を捻出できます。捻出した費用や時間を

攻めのDXへ投資しましょう。攻めのDX仕事

術で仕事を変革する。これはやっていく、スパイ
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ラルしていく。

平　野　1・2をやっていきましょうっていうの

が、ひとつ落としどころとして、いいのかなって

いう感じもしますよね。まず、個人でやっている

ムダな作業を全部なくして、効率を上げて、これ

で守った後に攻めるっていう感じなのかなぁと。

相　馬　人材不足の先ほどちょっとお話しました

けど、2030年に 644万人も不足しちゃうって

いうところなんですよ。これだけ不足しているか

ら、個人が会社を選ぶ時代の変化しているんです

よね。

平　野　それだけ人がいないから、だいたい行き

たいところに行けるようになるし。ただ、今は結

構人材の差があるような気もしますけれども、そ

ういうものも人であればいいって言うとよくない

んですけれども、そのぐらい足らなくなってく

るってことですよ。

相　馬　2025年には 400万人、30年だとこれ

だけ。会社や上司に依存するのではなくて、自分

がどのような価値を提供できるかっていうことが

重要です。

「人間デジタルディスラプター」って言葉を勝手

に作ったんですけど、デジタルディスラプターっ

てご存知ですかね。Amazonとか他の仕事を奪っ

て、自分のものにしちゃっているじゃないです

か。どんどん他の小売業が潰れていったりとか、

Uber Eats とかもタクシー業界を潰したりとか。

それを人間がやっていくのが「人間デジタルディ

スラプター」って勝手に言っています。例えばそ

の人が会社に行ったとして、DX化とかいろいろ

やったら、その会社自体も変わるじゃないですか。

先ほどの平野さんのRPAのお話もそうですし、

何かそういうことを会社員がやっていけば会社自

体も変わるんですよね。だからボトムアップで会

社が変えられると思っています。

個人が変われば、会社が変わって会社が変われば

日本が変わります。日本を元気づけましょうとい

うことですね。ちょっと話が大きくなっちゃいま

した。

今は本当に誰でもDXに取り組める時代になって

います。ツール自体も安いですし、「自分なんて

DXに取り組めない」という方も結構多いと思う

んですよ、今の時点では。まだ早いとか、自分に

関係ない、やってもたぶんムリだなと思っている

かと思うんですけど、さて、どうすればいいかわ

かりますか？

平　野　もう私はシンプルに、Dropbox をまず

契約して、そこに全部データを入れてパソコンの

ローカルにデータを残さないようにしましょう。

みんなGoogleワークスペース使いましょう！っ

ていうのばっかり進めていますね。具体的すぎた

かな？

相　馬　平野さんが毎日言っていることです。

平　野　あ！「0.1％の成長」してきましょうと。

相　馬　はい、そうですね。ちょっとずつ前に進

みましょう、ということですね。

平　野　一気にGoogle ワークスペース入れま
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しょうっていうよりは、ちょっと小さなところか

ら、例えば紙に書いていたTODOをデジタル化

するとか、そういうところからでも変わるかもし

れない。

一歩踏み出すっていうこと、変えていくってこと

が大切なのかな。

相　馬　そうですね。RPAに関しても、先ほど

RPAのことは知りました、じゃあ今度ググッて

みましょう！そういうところからちょっとずつ前

に進めばいいと思います。

平　野　もしかしたらこの動画が皆さんへ届く頃

には、何か私のこのメールが届いたら自動的に

Excel に入れるっていう一連の流れが出来上がっ

ているかもしれないですね。

今ちょっとイメージができているので、これ終

わったらすぐちょっと調べてみようかな。メール

をExcel にスプレッドシートでもいいですけど、

それをまとめることができたら、それをコピぺす

るのはもっと楽になるはずなんですよね。できな

かったら聞きます。

相　馬　DX仕事術で日本のビジネスパーソン、

そして日本企業の明るい未来をつくりあげていき

ましょう！

平　野　はい、ありがとうございます。DXって、

始まる前は、なんか難しいなっていうイメージが

あったと思うんですけど、いわゆる IT化をちゃ

んとして、それをちゃんと使っていこうっていう

ことで、結構その一歩を踏み出すっていうのは、

できるかなと。やっていくといろんなことがわ

かって、また問題が出ると思うんですけど、まぁ、

とりあえずやってみましょうっていう、そういう

取り組み方でもいいんじゃないかなと。

私自身、合理化が図れるところが今日結構見えて

きたので、このストレスから解放され、ラベルを

作るこの年間 1,000枚のこの時間が減ると、本

を 1冊ぐらい書けるかなとか、なんかそういう

ふうに時間の使い方も変わるんじゃないかなと思

いました。

ということで、本日はどうも、ありがとうござい

ます。

相　馬　ありがとうございました。

『超DX仕事術』
https://amzn.to/3L5TkL9
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